
 

 

新産業創出調査特別委員会会議記録 

 

新産業創出調査特別委員長  郷右近 浩 

１ 日時 

  平成 24 年１月 12 日（木曜日） 

  午前 10 時０分開会、午後０時３分散会 

２ 場所 

  第２委員会室 

３ 出席委員 

  郷右近浩委員長、髙橋孝眞副委員長、伊藤勢至委員、田村誠委員、関根敏伸委員、 

  岩渕誠委員、後藤完委員、柳村岩見委員、工藤勝子委員、飯澤匡委員、久保孝喜委員、 

  佐々木茂光委員 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 事務局職員 

  米内担当書記、佐々木担当書記 

６ 説明のため出席した者 

(1) 岩手県政策地域部政策推進室 政策監 大平 尚氏 

(2) 東京大学素粒子物理国際研究センター 准教授 山下 了氏 

７ 一般傍聴者 

  なし 

８ 会議に付した事件 

(1) 調査 

  「最先端科学技術の国際拠点を目指して：先端加速器の世界と国際リニアコライダー計

画～現状と今後の課題～」 

(2) その他 

  次回の委員会運営等について 

９ 議事の内容 

○郷右近浩委員長 おはようございます。ただいまから新産業創出調査特別委員会を開会

いたします。なお、伊藤勢至委員は少々おくれますので、御了承願います。 

 これより本日の会議を開きます。本日はお手元に配付いたしております日程のとおり、

「最先端科学技術の国際拠点を目指して：先端加速器の世界と国際リニアコライダー計画

～現状と今後の課題～」について調査を行いたいと思います。 

 本日は、講師として東京大学素粒子物理国際研究センター准教授の山下了先生をお招き



しておりますので、御紹介いたします。山下先生、ごあいさつをお願いいたします。 

○山下了講師 東京大学の山下でございます。このたびは大変貴重な機会をいただきまし

て、まことにありがとうございます。後で内容についてはお話しさせていただきますので、

ごあいさつはこの辺にさせていただきます。ぜひ闊達な議論をよろしくお願い申し上げま

す。ありがとうございます。 

○郷右近浩委員長 よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

 山下先生の御略歴等につきましては、お手元に配付しております資料のとおりでござい

ます。 

本日は山下先生の御講演に先立ち、当局から国際リニアコライダー計画に関する本県の取

り組みについて説明を求めます。 

○大平政策監 それでは、きょうは山下先生の御講演に先立ちまして、私のほうから県の取

り組みについて御説明いたします。大変恐縮ですが、座らせていただき説明させていただき

ます。 

 まず、お手元に同じ資料を配付してございますが、プロジェクターのほうで御説明申し上

げます。まず、これまでの県の取り組みについて御説明申し上げます。基本的な考え方とい

たしましては、ＩＬＣ国際リニアコライダー計画を実現し、世界の最先端科学技術の拠点の

形成と産業集積を図ることにより、東北の復興に結びつけていくということにしておりま

す。 

 今回の発災を受けまして、産業集積と雇用が非常に重要な課題になってございます。この

ことについて、ＩＬＣを核とした計画で実現していきたいということでございます。その内

容については、後ほど最後に再度御説明申し上げます。 

 これまでの主な取り組みでございますけれども、高エネルギー加速器研究機構、これは茨

城県つくば市にある研究所でございます、国立大学法人、共同利用機関法人でございますＫ

ＥＫと略称してございます。ＫＥＫなどが行う現地調査への協力、これは 1990 年代からで

ございます。そのほか情報収集活動、素粒子物理に関する講演会などを県が共催して開催し

てございます。その後、岩手県独自に地質調査を実施してございますが、その中で直近のも

ので言いますと、平成 21 年に県独自に花崗岩岩盤の地質調査を実施してございます。昨年

度でありますが、東北大学と岩手県が共同研究で花崗岩岩盤のボーリング調査、これも後ほ

ど御説明申し上げますが、その地質調査を実施してございます。 

 四つ目でありますが、東北経済連合会、東北大学等と連携し、東北加速器基礎科学研究会

を設立いたしました。これについても後ほど御説明申し上げます。 

 さらに、今回の発災を受けまして、復興の象徴的プロジェクトといたしまして、国の復興

構想会議に達増知事がＩＬＣを核とした東北科学技術研究特区構想を提案してございます。

この提案を実現するために、政府に対してＩＬＣの誘致に向け、国家プロジェクトとして取

り組むこと、ＩＬＣを核とした東北復興のグランドデザインの策定調査に取り組むことを

要望してございます。これらについても後ほど御説明申し上げます。 



 次に、具体的な場所でございます。こちらのほうに赤い線で示してございます。お手元に

もカラーコピーをお配りしておりますが、この赤い部分が花崗岩岩盤でございます。北上山

地には花崗岩岩盤が幾つかございます。例えば遠野市などにも花崗岩岩盤があるわけです

が、この一番長いところ、50 キロメートルとれるところがこの１カ所だけでございます。

ＩＬＣの計画は 30 キロメートルから 50 キロメートルと言われております。第１期計画が

30 キロメートル、第２期計画では 50 キロメートルまで拡張するということがございますの

で、この 50 キロメートルの花崗岩岩盤を生かしてＩＬＣを誘致しようというものでありま

す。この岩盤といたしましては、人首岩盤と千厩岩盤体というものが二つございます。これ

は中古生代の地層が分布して、その中に花崗岩が貫入しているということで、基礎的な調査

では断層、変質、風化はなくＩＬＣのトンネルには適しているという評価がございます。あ

と、ここの赤い部分でありますが、ここは奥州市の阿原山というところで、奥州市と一関市

の境でありますが、ここに国立天文台地球潮汐観測施設がございます。約 300 メートルのト

ンネルありますが、こちらのほうで岩盤が直接観測できております。今回の発災によりまし

ても、そこには成形ガラス管が設置してありますが、地震でも全く壊れていないということ

で、もちろん岩盤もそうでありますが、非常に地下の岩盤は地震にも強いし、花崗岩も同様

に強いということが立証されたと考えております。具体的にはこのような場所でありまし

て、後で最後に御説明申し上げますが、ボーリングを３カ所で実施してございます。 

 ごらんいただきたいのは、陸前高田市は気仙沼市から非常に直近にあり、本県の陸前高田

市の海からは大体 20 キロメートルであります。気仙沼市に至りましては、もっと近いとい

うところになります。したがいまして、復興特区と位置づけましたのは、沿岸部の雇用ある

いは沿岸部に産業集積を図ることにつながるのではないかということを考えたものであり

ます。 

 さらには、新幹線からも水沢江刺駅、一関駅などからもアクセスが便利であると。もちろ

ん花巻空港の利用もできますし、仙台空港あるいは東北大学、仙台駅というものとの関係も

アクセス的にもすぐれていると。特に復興道路が開通いたしますと、三陸縦貫道が全通いた

しますとこちらのアクセスについては、さらによくなると考えております。 

 次に、東北加速器基礎科学研究会であります。現在、東北大学と東北経済連合会と連携し

てこの組織を設立したものでありますが、設立は平成 21 年４月であります。これは岩手県

だけではなく東北全体で取り組むことが適当であるということで、すなわち東北大学の学

術研究拠点あるいは仙台市の都市機能など、さらには産業振興に関しても広範な波及が期

待されるということから東北全体の取り組みとするということを考えたものであります。

また、国際的な競争といたしましても、ジュネーブとかシカゴというような大都市を拠点と

したものが、外国ではそちらのほうで施設を整備しようということがありますので、仙台市

ということを視点にしたものであります。 

 活動といたしましては、総会の開催、研究会の開催などでございます。平成 22 年度につ

きましては講演が、仙台市で１回、奥州市で２回、さらに現地視察会１回ということで活動



しております。 

 調査研究、広報活動といたしましては、国際学術研究の分科会ということで国際研究所の

運営などがある地域環境の整備が必要だということで、国際的な人材を受け入れるための

学術都市の形成に当たっては、特区による土地形成も視野に入れる必要があるという中間

報告が出てございます。 

 次に、地質調査の結果であります。地質調査は、先ほどの花崗岩盤体の 30 キロメートル

の３カ所でボーリングを行っております。奥州市米里と一関市大東町沖田、大東町大原の３

カ所で行ったものであり、花崗岩が実際のボーリングしたコアがこのとおりであります。極

めて良質な岩盤、花崗岩が出てきております。 

 このような結果から、おおむね均質で安定的な岩盤が形成されている。３カ所というピン

ポイントでありますけれども、トンネル建設には適していると評価を得ているものであり

ます。 

 次に、特区の構想について御説明申し上げます。今回の発災を受けまして、県から提案い

たしました国際科学技術研究特区構想でありますが、一つは国際海洋研究、現在具体的に進

んでおります。津波防災に関する国際防災研究所、さらに今回ＩＬＣを核とした国際素粒子

エネルギー研究所、この三つで特区を形成する。さらには、青森県にありますＩＴＥＲなど

の新エネルギー研究拠点、さらに今回の発災と原子力災害を受けまして福島県に国際セン

ター拠点と、こちらのほうは周辺部分になりますが、これらをつくって、全体として連携で

きるのではないかというようなことを特区として提案したものであります。ＩＬＣについ

ては、山下先生のほうから後ほど御説明があると思います。 

 特区の効果の内容でありますけれども、研究所の集積、さらに世界からの研究者が暮らす

都市の形成が行われる。さらに、さまざまな企業集積が誘発される、さらには医療、生命、

新材料など加速器からの周辺技術ということで波及効果が期待されます。具体的には超伝

導、半導体、スーパーコンピューターなどなどでございます。そのようなものが波及効果が

見込まれるということで、このようなことから世界規模の学術研究交流が行われることが

期待されると。さらには、宇宙の成り立ちという起源を研究する世界唯一の、世界最高水準

の研究所でありますので、青少年への科学の夢あるいは一般の方々の科学への関心、さらに

は日本から研究成果が発言されるということで、国民の誇りを醸成するというようなこと

が効果として見込まれるものであります。 

 経済効果につきましては、経済面から国際リニアコライダー講演会で野村総研の北村氏

が独自に試算したものを掲載させていただきました。建設コスト 8,000 億円、運営コストが

200 億円から 400 億円、研究者 5,000 人、関連企業が 3,500 人の集積が見込まれるというこ

とで、10 年間で５兆 2,000 億円と、一定の前提条件がございますが、このような数値が発

表されてございましたので、これを使わせていただきました。 

 あとＩＬＣをつくっていることよりも復旧、復興が先であろうという考えは当然あるわ

けでありますので、ここに復旧フェーズ、復興フェーズと入れさせていただいております。



ＩＬＣにつきましては、現在から準備期間は３年以上かかるだろうと、さらに環境アセスメ

ント等を考えますと建設はもう少し遅くなるとは思っておりますが、建設が 10 年間行われ

て、運用されるのはさらに先の話であるということで、決して復旧、復興に優先してこちら

を取り組むということでないという意味からこのようなものを掲げたものであります。 

 さらに、8,000 億円という建設コストでありますけれども、現在負担方法は決まっており

ませんが、仮に、8,000 億円のうちホスト国が２分の１、いわゆる日本が２分の１負担する

となると 4,000 億円、さらに 10 年間で建設されますので、年 400 億円程度という試算をし

たものであります。運用については、毎年 200 億円から 400 億円、これは少なめであると考

えております。こちらのほうから見た数字でありますけれども、もう少し多いものではない

かと。こちらのほうは、国際分担により運営が行われるというような経済効果が見込まれて

おります。復興に向けて、基礎科学分野における世界への貢献が行われるということで、先

ほど申しましたように日本、世界の基礎科学の発展に貢献するであろうと。さらに東北と世

界の交流が行われる。3,000 人を超える研究者とその家族の居住が見込まれております。東

北と世界との人々の交流が行われるということで、開かれた復興につながると考えてござ

います。さらに、産業、経済の活性化、先ほど申したとおりであります。 

 雇用創出、産業創出による復興につきましても、加速器関連産業を中心に産業集積を図る

ということが行われると雇用が創出可能であると考えております。科学による東北の復興

をすると。ただ、これらについてはＩＬＣが来ると自動的にこのようなことが考えられると

いうことではありません。産業集積を図るためのビジョンが必要と考えるものでございま

す。ビジョンをつくり、それに対して国、民間企業などの支援を得ながら産業集積を図って

いくことによって効果が倍増されると考えております。さらに、先ほど申しましたように青

少年の科学への関心などが高まることにより、誇れる東北、世界に胸の張ることができる東

北、そのような復興を目指したいと考えておるわけであります。 

 一方で、国の考え方でありますけれども、今まではＩＬＣに関しては予算がなかなか措置

されなかったわけであります。研究費だけでの措置でありましたが、今回は国の第３次補正

でＩＬＣ関係予算ということで、５億円措置されてございます。その内容といたしましては、

研究開発費のほかに脊振山地、北上山地の２カ所の候補地の地質調査が含まれてございま

す。これらについて、今後ＫＥＫ高エネルギー加速器研究機構から調査が行われると考えて

おります。平成 24 年度予算では 27 億円の措置がされておりまして、対前年度１億円の増

ということであります。 

ただ一方、国の基本的認識でありますけれども、ＩＬＣは研究者レベルで設計活動が行われ

ている段階であり、文部科学省の審議会では課題が幾つか示されているというようなこと

で、現段階では研究者レベルでの設計活動を着実に進めていくことが重要であると。今後の

動向を注視したいということで、国の認識といたしましては、まだ国家プロジェクトとして

取り組む段階ではないということであります。 

 これらの内容につきましても山下先生のほうから御説明がいただけるものと考えており



ます。特にＬＨＣというジュネーブの大型のハドロンの研究施設があるわけでございます

けれども、こちらとの関係などもございますので、山下先生のほうから補足いただければと

思っております。 

 本県の対応の考え方でありますが、ＩＬＣをまず国の復興のプロジェクトとして位置づ

けていただきたい。その上で、国家プロジェクトとして推進するようなことが重要であると

考えておりまして、このような働きかけの活動を実施しております。要望を実施しておりま

す。先ほど申しましたように、ＩＬＣは東北の復興の核となるものを結集してございます。

そのためにはＩＬＣに、先ほど申しましたように自動的に人が集まるというのではなく、産

業集積などある程度国の支援など、そういうビジョンが必要と考えております。東北の将来

像を描き、関係者よりまずＩＬＣ推進の理解を図る、これはグランドデザインをかいて、こ

ういうことによりＩＬＣにより東北復興を目指すのですということを文部科学省あるいは

国の関係機関、復興庁などの方々に御理解いただきながら、ＩＬＣの建設を国家プロジェク

トとして働きかけるために必要だというもので、東北のグランドデザインの作成について

取り組むということとしております。 

 県民への理解の促進でありますけれども、まず地元としてぜひＩＬＣに来ていただきた

いと、そういう熱意を示していくことがこれから重要な活動と考えております。そのために

は、まずＩＬＣがどういうものか正しく理解していただくということでパンフレット、ＤＶ

Ｄなどを作成してまいりたいと考えております。そのほかにＩＬＣに関する講演会、これま

では奥州市、一関市中心でありましたが、もう少し広範に活動したいと思っております。そ

のほか高校生向けの講演会、中学校での授業などを考えてございます。そのほか県内の関係

機関、東北も含めてでありますけれども、県内経済界、商工会議所同友会などであります。

そのほか当該地域であります県南広域振興局、県南広域振興局管内の市町村初め沿岸市町

村などとの連携を図っていく必要があると考えてございます。 

先ほどから申し上げておりますように、県民の皆様がＩＬＣを核とした東北の復興が必要

であると、そして新しい東北の創造をみんなで願っていくということがＩＬＣを本県に誘

致することの大きなポイントとなると考えてございますので、ぜひ委員の皆様方にも御理

解と応援をいただきたいと考えております。 

○郷右近浩委員長 どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして山下先生のほうから「最先端科学技術の国際拠点を目指して:先端

加速器の世界と国際リニアコライダー計画～現状と今後の課題～」と題しまして、世界の最

先端科学技術の拠点形成と新たな産業の育成集積を図る取り組みとして期待し、本県がそ

の誘致を目指しております国際リニアコライダー計画の現状と課題などに関するお話しを

していただくこととなっております。 

 山下先生には本当に御多忙のところを御講演をお引き受けいただきましたことに改めて

感謝を申し上げます。 

これから講師のお話をいただくことといたしますが、後ほど山下先生を交えての質疑、意見



交換の時間を設けておりますので、御了承願いたいと思います。 

 それでは、山下先生どうぞよろしくお願いいたします。 

○山下了講師 ありがとうございます。冒頭でもお話しさせていただきましたけれども、大

変貴重な機会をいただきましてまことにありがとうございます。 

 本日はリニアコライダーという科学の最先端の世界ですけれども、この技術自身は非常

に大きな意味を持っていると。宇宙の研究だから、単なる学術研究だとか、そういうものに

とどまりません。今の最先端の技術を使うことによって、既にもう始まっていますけれども、

物質、それから医療の世界、それから生命科学、薬剤、そういった新しい産業がどんどん生

まれるイノベーションのもと、それが加速器というものです。 

その加速器というものの一番ピラミッドの先端ですね、世界の一番頂点に立つものがこの

国際リニアコライダーというものだとお考えください。ですので、言ってみたら 21 世紀の

イノベーションの一番大もとの、20 世紀というのは簡単に言ったら分子の世界というもの

を使って一生懸命人間はいろんな活動してきたと。それが今度もっと細かい原子の世界、そ

れを使っていろいろなものを研究して新しいものを創造するという、そういう世界になっ

ています。それができる唯一のものがこの加速器です。ですので、そのピラミッドの頂点に

立つということがどれほど大きな意味を持つかということを感じていただけるものだと思

います。 

 きょうのお話は、最先端科学技術の国際拠点を目指してという題名で、まずは加速器とい

うものを御理解いただくということと、その加速器という一つのものにつながるものがど

れほど大きなものをつなげて、そしてどれほど大きなものをつくり出していくか、そういう

お話。言ってみたらこういう集積の拠点をつくることによって、どれぐらいいろいろな業種

の企業、それから研究者、技術者が集まることができるか、そしてそこからどれぐらい大き

なものが生まれるか、そういうものをお話しさせていただいた上で、国際リニアコライダー

というものの現状と、それから課題はたくさんあります。これは、大きなことを言ってしま

えば日本が今抱えているいろいろな問題があると思います。国際化を進めなければいけな

いとか、経済復興しないといけないとか、震災からの復興ももちろんそうですし、それと何

よりも閉塞感があると。挑戦意欲がだんだん若者になくなってきたというような、そういう

社会を変えていかないといけない、そこの中での最もダイレクトな、一つの入り口であると

いうことになるのではないかというふうに考えております。そういう非常に大きな課題を

背負っているものですから、当然手法的にもいろいろ難しいことがございます、国際化する

ためには、国際拠点を持ってくるにはどうしたらいいか、これが簡単だったら日本はもっと

ずっといい国になっているわけです。日本の課題をもろに抱えた、しかもそれを一つの大き

なプロジェクトとしてこれだけではない大きなエリア構想として皆さんとともにつくり上

げていく、そういう計画だと考えていただいて結構だと思います。ですので、きょうお話し

する話というのは、現状だけではなくて課題のところにむしろ焦点を絞ったお話をしたい

と思います。 



 これはちょっと御紹介ですけれども、資料にもありますが、例えばですけれども、私ども

の素粒子物理、そういう分野から生まれた発明というのは大別すると二つに分かれます。一

つは世界を結ぶということで、皆さんよくお使いのインターネット、ワールド･ワイド･ウェ

ブ、皆さん毎日多分検索とか、いろんなもので使っておられると思いますけれども、あのシ

ステム自身、実はこの素粒子の世界から生まれています。アメリカがつくったものでありま

す。どうしてそういうのが生まれたかというと、世界でみんなで集まって一つの目的のため

に協力する、そのためにどうやって世界じゅうの研究者をコミュニケートして、情報交換し

て一つの設計図をつくり上げて、それを分析するかというので開発されたシステムが皆さ

んが毎日お使いのインターネットのウェブブラウザというシステムです。 

 もう一つが、例えばこれは医療の世界ではまさにこればかりになっていますけれども、見

えないものを見る、例えばレントゲンの装置、それから最近では中性子なんかも使う、そう

いうもののセンサーももちろんつくりますし、それから、それを生成する装置、分析する装

置、そういうものを世界のだれもがやったことないことをどんどんやってきた、そういう世

界です。ここから今の現在の医療が生まれています。これは我田引水なので、ちょっとおま

え言い過ぎだろうと言われるかもしれませんが、多分お医者さんに聞かれても、それはそう

だとお答えになると思います。こういう世界です。 

 加速器というのは、その中で、それを生成する装置、それから生成されたものを使う装置、

この組み合わせであります。例えば診断ですね。それから、薬を分析して新しい薬をつくる

創薬、それからがんを治す、それからもちろんがんを検診する、また、最近では非破壊検査

という機械の内部を細かく調べる。燃料電池の中を調べる。水素の挙動を調べる、燃料電池

を改良するというものにも使われています。それから、これは古いタイプの加速器ですけれ

ども、実は加工する装置とか、化学の世界ではもう今は当たり前で、これが一番たくさん使

われている加速器です。それから、食品なんかでは滅菌装置とか、あれもみんな加速器です。

そういうものです。非常にたくさんの部品をつくられています。こういう制御装置から高精

度の磁石、それから非常にスピードの速い計算機、そしてその心臓部となる装置なのですけ

れども、こういうものでつくられていて、こうやって業種を見ていただいても非常にさまざ

まな分野のものが集合してつくる、いわゆる総合システム、統合システムになります。です

ので、一つの加速器に対していろんな分野の企業、メーカー、それから研究者、技術者とい

うのが集結して、それで初めてできるというそういうものでございます。 

そういういろいろな分野が集まって、そこが結集してできるものから生まれるのが医療、生

命科学、それからもちろん材料、部品、そして情報通信の世界、エネルギー、環境、こうい

うものをつくっていく、いわゆる基盤技術、そういうものです。これは歴史的な背景を説明

するのですけれども、いろんな応用の加速器というのが生まれてきます。ですけれども、常

にそれを最先端というのが引っ張っていって、新しい技術をつくって、そしてそれが医療と

か、材料とかの分析、それからがん治療、そういうものにどんどん転用されていく、こうい

う新薬、そこの一番の最先端のところというのは常にその時代、時代の違う最先端の、いわ



ゆる言ってみたら一番大きな加速器、これは常に、昔は７キロメートル、今は最先端のもの

は丸い形ですけれども、周長で 27 キロメートル、後で写真をお見せしますけれども、そう

いうものが既に実在していて、そこで開発された技術、そこで派生した技術というのが社会

にどんどん出て行く、そういう世界でございます。 

例えば例を挙げると、こういう脳の病症の分析とか、それからこれは燃料電池の内部を直接

に調べるとか、エンジンの中も、例えば水素の挙動を調べることもできますし、オイルがど

うなっているのかというのも調べる、ガスタービンはタービンを動かしながらそれを調べ

ることもできるわけです。それから、これはアニメーションのように見えますけれども、実

はそうではなくて本当に直接に分析された結果、そのものなのですが、三次元でどこにどう

いうふうに原子が配列してタンパク質がどういう構造になっているか、それがどこにどう

いうふうに作用してこういう機能を持っているというところまで分析できる。今例えば高

エネルギー加速器研究機構にはアステラスという薬剤メーカーが専用のビームライトを持

っていますけれども、あそこでは１万種類のタンパク質を分析しています。１個の分析が 30

分で終わります。それぐらいでどんどん、どんどん、今はそういう時代になっています。そ

れから、こちらは植物の中での微量元素がどういうふうに移動していくか、そういうのも調

べることができます。 

だから、農業にも工業にも、それから医療にも使えるというのが加速器です。身近なところ

というか、それぞれの生活に密着したところでは医療ですけれども、医療では既にさらに進

んでおりまして、ＰＥＴという検診された方いらっしゃるかもしれませんけれども、がんの

早期発見、あの装置のところには常にこの加速器というのが、実はここでつくった医療の、

反物質を出すものなのです。反物質を使っている装置です。反物質をつくって、それを体の

中に注射して、それが糖なんかにつけるものですから、がんのところに集まってくる。そこ

で物質と反物質のリニアコライダーのミニミニ版ができて、そこから光がぱっと二つ出る

わけです。その光がぱっと二つ出たやつをとらえる。ここに来ました、ここに来ました、こ

こに来ましたと、そうするとその交点結ぶとそこにがんが入りますね。それで検診するとい

う方法が必ず出てきます。 

 それから、最先端のがん治療装置というのは、今やこれも保険なんかで勧誘が来ているか

もしれませんけれども、月に 100 円か 200 円で、先進特約でつけられる、特約というのがた

だになりますというのがこういうもの、一番有名なのが粒子線治療装置です。重粒子線とい

うのは炭素を体の中に加速器で打ち込んでがんを消滅させる。陽子線というのは水素のも

との真ん中のところを打ち込んでがんを消滅させる、これががん治療の最先端です。もうみ

んな加速器で、そういうような世界です。 

 加速器の世界をまとめると素粒子と先端加速器の追究から、こちらの宇宙・物質･生命と

か、そちらのほうはいわゆる研究の分野で文化をつくるという、そういう世界です。それが

転用されて生まれるのがこちらの社会生活、医療とか新材料、情報、エネルギー、環境、こ

ういうキーワードのものというのは大もとのところでは加速器というのが実は物すごく役



だって、どんどん、どんどん使われるようになっています。 

ただ課題もあります。これはよく中央省庁の方々に御理解いただくことで使うものですの

で、若干僭越な話なのですけれども、例えば内閣府、経済産業省、文部科学省、厚生労働省

と、こういうふうに行政がありますけれども、大体我々の分野、加速器というものを使う分

野というのは文部科学省で技術開発が行われる。その出口、使っていくほうでは、例えば医

療だと厚生労働省がある、産業医療だと経済産業省があって、エネルギー利用だと内閣府に

なると  こういうふうにあるわけです。それぞれが役割がすぱっと切れているもので、こ

この入り口から出口へのつながりというのがなかなかうまくいかない。そこは大きな課題

で、そういう意味でもこういう一つの大きな日本の中での加速器を用いたストラテジーと

いうのをつくっていかないと、海外はどんどんやっていますが、中国とか、インドもこの技

術の先進性というのは非常によく認識してどんどん日本とかアメリカに人材を送り込んで

いるといった、そういう状況です。 

そのピラミッド、先ほど申しましたようにピラミッドの最先端、頂点というのはここのとこ

ろ、ここはまさにその分野では世界に一つしかないという、そういう加速器があります。一

番大きなＬＨＣという、今から写真をお見せしますけれども、一番大きな加速器です。それ

から、日本も実は非常にすばらしい加速器を持っていまして、加速器の二つの性能のうちの

一つ、たくさん当てるという精度よく当てる。そういうものでして、そちらの世界では実は

日本にもありまして、この二つの性能をあわせ持ったものが国際リニアコライダーで、まさ

に頂点の上の頂点というものです。 

その下には、例えば最近では有名なのは兵庫県の播磨科学公園都市にある放射光施設、スプ

リング８にＳＡＣＬＡという新しい加速器ができました。これは自由電子レーザーという、

そういう装置で、最先端の技術を応用した世界一のものがまた日本に新たに誕生したとこ

ろです。茨城県東海村のＪ－ＰＡＲＣ、それから播磨科学公園都市のスプリング８、それか

ら千葉市稲毛区にありますＨＩＭＡＣ、これ放射線医学総合研究所のがん治療装置、それか

ら埼玉県和光市の理化学研究所にあります、これちょっと難しい不安定核というものを擁

した装置で、こういうものは例えば医療イノベーションとか、グリーンイノベーションとい

うものの一番先頭を切って研究できるという装置であります。 

それから、その下に医療用が主ですけれども、国内に 100 台、世界に 1,000 台ぐらいの加速

器がございまして、その下には世界に１万台以上ある産業用とか医学用の小型加速器とい

うのがある、こういうピラミッドです。一番下には、もう今や加速器とはとても言えません

けれども、例えばテレビのブラウン管というものがありますが、あれは立派な加速器でして、

テレビのブラウン管というのは電子をぴゅっと出すところ、そこから電場で加速して引っ

張っていき、電子、磁場で曲げて収束させて、テレビの画面に当て、これで画像をつくって

いる。あれはまさに加速器そのものです。加速器も一番初めにつくられた加速器というのは

実は真空管でして、それを応用したのがテレビです。ちょっとこれは資料の写真ですけれど

も、実物はこんなものです。和光市の理化学研究所、それからスプリング８、そしてつくば



市の高エネルギー加速器研究機構にあるもの、そして、これは東海村にあるＪ－ＰＡＲＣで

すね。これどれもその分野では世界一です。ただ、本当の世界一というのはこれでございま

す。ジュネーブにある欧州のＣＥＲＮ研究所、周長 27 キロメートル、ここにモンブランの

山がありますが、ずっとここに６年半ぐらいおりましたけれども、とにかくここにいないと

研究できないということで世界じゅうから人が集まってきます。ここだけで 6,000 人を数

えております。研究者以外に技術者とか、その研究所で働く人などの人数を含めるともう１

万人近くなると、それぐらいの規模です。この研究所は 50 年前につくられまして、どんど

ん、どんどん大きくなって、今やこういうものをつくるところまで来ていると。スイスとフ

ランスの国境のところにありまして、これがジュネーブ空港です。日本で言うと、ちょうど

これ山手線ぐらいの大きさです。山手線というのはこのぐらいの大きさでこういうような

形をしていますけれども、このあたりが新宿で、そんなこと言ってもしようがないですが、

ここら辺に東京があって、上野があって、そんな感じになるのですけれども、それぐらいの

大きさです。 

これがモンブラン、アルプスの一番高い山のモンブラン、レマン湖、ヨンヌ河、こうやって

みると都会のように見えますけれども、ジュネーブというのは決してそんなに大きな町で

はございません。国際都市ですけれども、実は住民は 30 万人弱ぐらいで、もともとはもっ

ともっと人口は少なかった、そういうところです。それでジュネーブに行かれた方はお気づ

きかもしれませんけれども、ジュネーブというと国連の町だというふうによく皆さん思わ

れるかもしれませんけれども、ここは高速道路が走っていまして、高速道路からジュネーブ

に出るときに、当然ジュネーブという文字が看板に書いてあって、ここにシンボルマークが

書いてありますね。その絵というのは、実は原子なのです。これはこの研究所があって、こ

こでそれを世界で一番研究している、世界の一番頂点ですということを本当に誇りに思っ

ている、そういうところです。 

大きな装置が地下にありまして、先ほどの丸のところの地下にありまして、私もこの本当に

真上に住んでございましたけれども、地下の大体 100 メートル、一番深いところは 150 メ

ートル、浅いところで五十数メートルのところに、こういう丸いトンネルが掘ってありまし

て、ここに装置が埋められております。装置自身はこんなもので、これはつくっている途中

のときで、これはもう稼働していますので、これが全部つながっているわけです。これが 27

キロメートルありまして、これは全部がハイテクの超伝導の装置であります。これが 27 キ

ロメートルずっと続いています。日本も 10％ほどの負担金を拠出しておりまして日本の装

置、それからアメリカの装置、それとヨーロッパの装置が連結して一つの装置になっており

ます。そういう 27 キロメートルの巨大なハイテクマシンです。トンネルを除いてこの装置

で 5,000 億円、トンネルはもともとほかの研究で新しい加速器の前に既にこれと同じ大き

さの加速器がつくられておりまして、そのときにつくったトンネルを再利用しています。だ

から、研究というのは一回インフラをつくると、それをどんどん入れかえて再利用して、ど

んどん新しい研究を続けられる。この研究所は 50 年間ずっとやっています。 



その情報を取り出すところ、加速器というのは加速して、言ってみたら宇宙の始まりをつく

って、それを観測する装置というものがこれでして、ここから隣のコンピューターではとて

も解析できないような、とてつもない量の情報が、だっと出てきます。こんな感じで、これ

実物ですけれども、実際に素粒子が生まれて宇宙の始まりの状況ですね、それを巨大な装置

でとらえる。巨大な装置というのは高さが 25 メートルで、大体ビルの７階建てぐらいで、

長さが 45 メートル、そういうとてつもなく巨大なこの装置だけで 500 億円、そういう装置

です。この心臓部のところの全部の部分、浜松ホトニクスがつくった半導体センサーが一番

心臓部のところにあります。日本企業というのは、本当の心臓部をつくるということで、や

っぱり日本の技術というものにどうしても頼らざるを得ない。実はこの一番心臓部のとこ

ろというのは超伝導のコイル、線材がそうです、これは日本の古河電工しかできない。だか

ら、日本企業というのは本当に心臓部をつくっていて、日本の拠出金の大体２倍ぐらいの受

注をしております。だいたいフェアトレードという精神がありますので、そこの国が出した

予算に大体見合った受注額で、大体フェアにトレードするというのが基本精神です。ただ、

技術的にどうしてもその国でないとつくれないというところには、それにプラスしてお願

いする。日本というのは、そういう意味ですごい技術力を持っているということです。 

先ほど情報と言いましたけれども、とても一つのコンピューターでできないので、何と 10

万台ぐらいのコンピューター、世界じゅうのコンピューターをつないで分析しています。も

うそういう世界になってきました。スーパーコンピューター計測というのが有名になって

いますけれども、あれは一極集中のスーパーコンピューターで、こちらは分散型のコンピュ

ーターの極致です。この技術というのは、例えば皆さんお使いのコンピューターを使ってい

ないとき、みんなで使い合いましょうという、そういうグリッドコンピューティングという

考え方がありますけれども、その技術につながるものです。 

さて、国際リニアコライダー計画のほうにまいりますけれども、このお話はせんじ詰めると

ギリシャとか古代インド、中国、そういうところからずっと我々人類が培ってきた、いわゆ

る我々はなぜあるのか、それからこの世界というのはどういうふうにしてできているのか、

世界の仕組みですね、それを知りたいというずっと昔からの人間としての知の欲求という

もの、その一番最先端のところをやる、そういう装置です。日本人も大変大きな貢献をして

います。こういうふうに教科書でやるとついついヨーロッパの歴史が多いのですけれども、

実際には日本人、インド人、中国人、アジアの人間というのが非常によく活躍しております。

日本は、この分野は幸いなことに、私は違いますけれども、大変すばらしい先輩方がいらっ

しゃいまして、御存じの湯川先生から始まってたくさんのノーベル賞をいただいて、これ以

外にも世界ではノーベル賞が大体３年に１回の割合で、この分野が来るという、そういう大

変に大きな、言ってみたらノーベル賞の宝庫、その中でも日本人は非常にどんどん、どんど

んノーベル賞の頻度も上がっていまして、記憶に新しいところでは 2008 年の南部先生、小

林先生、益川先生のノーベル賞、特に南部先生というのはノーベル賞の先生方から見ても先

生と言われている方です。何で、南部はまだノーベル賞とらないのだと。それは南部が早過



ぎたからだと常に言われていました。業績からするとノーベル賞を三つとっていてもおか

しくないと常に言われています。 

日本はその中で、先ほどのジュネーブの装置を使った研究、それから東海村の装置を使った

研究、そしてつくば市の装置を使った研究を結集して、このリニアコライダーに国際的な協

力をするわけなのですけれども、それをぜひ日本に誘致したいということで頑張ってござ

います。非常に大変すばらしく、いい流れになっています。それは、我々は長期ロードマッ

プというのに沿って、言ってみると非常に正直にこういうふうにやって、こういうふうにや

って、こういうふうにやっていくのですというふうに説明してやっていきます。そのおかげ

で、例えば東海村の装置は、もう、今は順調に稼働していますが、被災もしました。被災し

ましたが、今復旧していますけれども、幸いなことにもう平成 23 年 12 月に再稼働しまし

て、これも問題なくなっております。それから、つくば市の加速器は、今までの研究成果を

もとに新しい加速器に生まれ変わる作業がもう始まりまして、2013 年か 2014 年には建設が

終わっている段階になります。そこまで確定しました。そして、ヨーロッパの研究、5,000

億円の装置ですけれども、こちらはもう既に稼働して、ここから矢印書いていますけれども、

研究成果がついに出始めたというところです。 

それでリニアコライダーですけれども、この流れにきっちり沿った形で、これにあわせて次

の段階にいきますと、こういう流れでもともと、これは 2007 年につくったロードマップ、

そのとおりになっております。やることは、言ってみたら宇宙のミニミニ版をつくって、そ

れを研究するということで、宇宙のビッグバン、その直後の宇宙の姿、そしてそれが結局こ

の先の宇宙というのはどうなるかというのを決める、宇宙の始まりと宇宙の終わりと、そこ

から宇宙がどうやって育ってきたか、それを全部決めてあげましょうという、そういう壮大

な装置になります。ですから、もちろんこのぎりぎりのところはどこまでいっても宇宙の始

まりより先は何ですかという御質問すぐされるので、先に言っておきますが、宇宙の始まり

よりも前は何ですかと。時間が生まれるより前は何ですかと言われると非常に困ってしま

って答えようがございません。これは、今答えは持っていません。ですので、そこになるべ

くぎりぎりのところまで迫るというのがこの装置です。 

全体の風景としてはこんな感じです。これ全部地下です。地下に埋設されまして、装置は先

ほどのヨーロッパの装置よりもさらにハイテクで、今度は磁石ではございませんで、いわゆ

る加速するための装置を全部つなげる。次世代型の加速器です。これは丸ではなくて直線型

にすることがポイントで、そのためには今までと違った、はるかに瞬発力の高い装置が必要

だということで技術開発に 20 年間を費やしました。最終的には宇宙の一番初めのところに

到達する。これ宇宙がどんどん進化してきた、枝分かれしてきたということが知られており

まして、この枝分かれした大もとのところの理論をつくられたのが、実は南部先生です。南

部先生の理論をもとにこういう枝分かれしているところは実際には一体何が起こったのか

というのを調べていくのがリニアコライダーと考えていただければと思います。これはヨ

ーロッパの装置で、それを真っすぐにしたものがこの部分でございます。 



実物ですけれども、これが超伝導の装置で、もうこれはつくば市に既にある装置そのもので

す。それから、あとドイツにこれが何台か、アメリカでも技術拠点が、特にオバマ大統領の

スティミュラス・バジェットという景気刺激策ですね。景気刺激策のためにシカゴの研究所

にどんと投下して、やっぱりこの研究、この技術拠点をつくったということです。だから、

今、日本とアメリカのシカゴのところと、そしてドイツのハンブルクのところに拠点が三つ

ございます。 

よく国際的研究拠点というものが、日本にもたくさんあるのではないのかというお話しを

される方、さらに国際的拠点と言うけれども、余りうまくいってないよねというお話しもよ

くお聞きします。今回言っている国際拠点というのは、国際的拠点というのと全く違うもの

です。真の国際拠点というのは何かというと、今まで日本でいわゆる国際的拠点と言われる

のは全部国立拠点です。国が予算をつくって、国が計画をし、日本の国内の研究者と国が勝

手につくった研究計画、拠点に外国人に来てくださいと。来てくださいというと、お客さん

で来てくださいというのが今までのすべての拠点です。ヨーロッパなんかに行くとまさに

国境がなくて、別に来てくださいでなくて、初めからみんなで一緒に研究拠点をつくるとい

う構想段階から参加していますので、まさに国際拠点です。日本は残念ながら国立拠点への

外国人招聘版というものを国際的拠点と呼んでいるところがあります。それがうまくいか

ないのは当然で、当たり前の話です。そうではなくて、世界で一緒に計画自身をつくって、

どういう拠点にしたらいいか、それからあともっと言うと世界の人だけではなくて、そこの

拠点をつくる住民の人たちや地方自治体とか、そういう方々とも一緒になって計画を立て

てそれで拠点をつくるという、これが真の国際拠点であります。応分に世界で分担をしてい

ただいて、自分たちのお客さんではなくて、自分たちの権利として来ていただく。我々も日

本人、ヨーロッパの研究に参加します。そのときにはお金はやっぱり国から出していただい

ています。さっきの 5,000 億円の計画ですけれども、国から 10％弱の拠出金を出していま

す。ちょっと肩身狭いのですね。やっぱりホストではないですからね。ですけれども、自分

たちも単なるお客さんではなくて、自分たちの研究所だということで、そこに長期滞在する。

これが本当の国際的拠点であります。例えば国際分担の例で言うとなると国際宇宙ステー

ションがあり、それからあとヨーロッパ、これ国際宇宙ステーションというのは物すごいお

金で、これアメリカ主導で、アメリカだけで５兆円以上費やしていますけれども、日本もた

しか 11％ぐらい、ＣＥＲＮの先ほどの欧州の加速器、それから核融合のＩＴＥＲ計画、そ

れからあと、ちょっと規模は小さいですけれども、これチリでやっているもの、こういう国

際分担できるような科学技術でもあるわけです。ただ、残念なことに国内立地例というのは

ないのです。だから、一つ目の課題というのは例がない、成功例がない、そういう仕組み、

新しい試みというのをどうやって日本が成功させるか、これが一番初めに課題としてずっ

と常に我々持っている課題です。真の国際研究機関というのは、いわゆる国際科学技術都市

を生み出しますので、このエリア構想というのが次に問題になってきます。そのときに忘れ

てならないのは、研究者とか技術者というのは自分の研究のために来るので、はっきり言っ



てそんなの余り気にしなくていいです。この人たち、我々も含めてそんなにおれたちにいい

生活をしてもらったらいいのではないかなんて、そういうことは考えなくていいのです。た

だし、家族が一緒に行くのです。家族は特に子どもとか奥さんの、例えば会話教室で一緒に

働いてもらうとか、働く場所を欲しているのです。それからあと子供の教育というのは非常

に熱心ですので、そういうことに関しては相当充実していないと国際都市というのはなか

なか立ち行かない。そういう国際拠点は、しかも先ほどまでの例の中で類を見ないというの

はアジアと欧米と全部が集まった国際研究拠点、これ世界初ですので、国際宇宙ステーショ

ン、宇宙ではあるのですけれども、それがバランスとって参加するというのは世界初の試み

です。これをどこがやるかということです。 

今、実際にかつてもあわせてですけれども、候補地というのがシカゴ、ジュネーブ、ハンブ

ルク、それからロシアですね、それから日本の２カ所、これが世界の候補地です。諸条件は

いろいろありますけれども、これはちょっと割愛させていただいて、国内の候補地は現在２

カ所です。御存じのとおりの北上山地、それから九州の脊振山地、これは福岡県と佐賀県に

またがったところです。東北のこの北上山地の現地の検討を我々も一緒にスタートしたの

は実は 1990 年代ですね、それからもうかれこれ 20 年近く実はずっと一緒に検討いただい

ております。九州は、2003 年に全国の可能性あるところの十数カ所挙げたのですけれども、

その段階から九州もこれはということで、その先は非常に市民と一緒に検討していただい

ております。こちらの東北側のほうは大平政策監からもお話しがありましたのでちょっと

割愛させていただいて、九州のほうをちょっとお話ししますと脊振山地で、やはり先端基礎

科学次世代加速器研究会と、若干長いですけれども、そういうものが 2007 年に発足して、

こちらは核となる大学は九州大学、佐賀大学、県は福岡県と佐賀県です。九州大学と佐賀大

学は合同組織をつくりまして、もちろん学長２人がそろい踏みで、その下の理事クラスが実

際にこれを運営しているというような、大学挙げて、そういう連携組織が今あります。自治

体の中でも推進室を設置しております。地質調査に関しては、ボーリング調査はしておりま

せん。ただ、あちらはダム建設とか、そういうデータが多少ありますので、そういう既存の

データをもとに分析を行っています。現在、産学の連携を推進しております。これが現状で

ございます。 

これからですけれども、現在ここで研究者のほうの流れとしては、前々から決めております

2012 年、ことし末までにテクニカル・デザイン・レポート、ＴＤＲ、これ工学設計書、また

技術設計書なのですけれども、候補地の地形にもあわせた形で、速報値で最終的な設計書を

完成させるというものです。もちろん本当に最終的なものというのは大抵決まってからつ

くるわけですけれども、これでもつくれますよという、そういう設計書を完成させます。こ

れがことしです。ですので、我々は、本来はことしを待ってすべてをスタートさせるという

ふうに考えていたのですけれども、いろいろなことが前倒しでスタートしているところで

す。 

サイト関係とか地域、きょうは宇宙とか、こちらのほうを若干説明させていただきますけれ



ども、このような歴史でずっと、例えば国内のサーベイというのは地質関係だけでも実は

2000 年から 2009 年にずっと土木学会と一緒にとか、地質の専門家を一緒に交えて基本的な

文献調査と踏査を用いてずっと研究をして絞り込んできたわけです。二つの地域で自治体、

大学を主体とした研究が立ち上がったのが先ほど御紹介したものでして、その先の産学連

携の我々の組織あるいは高エネルギー加速器研究機構を通じてどんどんと調査が進んでま

いりまして、現在コストダウンと最終的な設計を行っているというところで大平政策監か

ら御紹介いただきました国の第３次補正予算で、いよいよ今までと違うのは国の予算で候

補地を決めた調査が行われるということです。実際、今までは技術開発調査というのは年間

10 億円を超える非常に大きな予算をいただいてまいりました。それで 20 年間でようやくで

きたのですけれども、今回は場所に関する予算が出たというのは非常に大きな踏み込みと

いうふうに本当に感謝をしております。 

この後ですけれども、これちょっとわかりにくいかもしれませんが、この設計書ができた段

階で、それにまたがる形でサイト、場所に関する議論が、今でも既にやっているのですけれ

ども、技術的な評価、それから研究環境に関してという評価が進んでまいります。これ年次

をわざわざ打っていないのは、ここから先は実はいつというのは我々研究者では決められ

ないところなので年次は打ってございません。それはなぜかというと、政府間協議でこうい

うのはすべて決められます。結局は予算がどの国がどれだけ出すとか、どの技術をどれぐら

いでシェアするということは、我々研究者ではなしに政府間で大枠を決めないと先に進め

ないということで、ここから先はいかに国民、住民、それから自治体、いろんな方々の御理

解をいただいて、そのプロセスが加速するかというところで、これが１年になるのか、２年

になるのか、３年になるのか、はたまた５年、10 年かかるのかというのが決まってまいり

ます。 

先ほど大平政策監がおっしゃっていた文部科学省のほうでも課題があったのですが、文部

科学省の審議会で課題が言われていますという、そういうお話しですけれども、これはちょ

っと一回飛ばしていただいて、２枚飛んでいただいて、このスライドをごらんいただきたい

と思います。実は文部科学省に日本学術会議というのがありまして、この学術会議では、こ

ういう大きな計画をたくさんいろんな分野から集めて、それを精査して 43 のプロジェクト

に絞り込んだプロセスがありまして、そこでリニアコライダーが当然のことながら一番大

きな金額になりますが、出てまいります。ただ、大きな金額と言っても世界で分担してとい

うのは、多分この計画しかないので、大きなのは当たり前なのですが、それをもとに文部科

学省に科学技術・学術審議会というものがありまして、そこに非常に長い題名の、この研究

環境基盤部会、学術計画の大型プロジェクトに関する作業部会というのがございまして、こ

こでこの 43 のプロジェクトについて各コミュニティーから時系列での優先順位、どれを一

番初めにやりたいの、準備はどのぐらいできているの、ではどういう順番でやったらいいの

かということを評価し、そこで出てきた課題と、もちろん優れている点というのは国際的に

日本の地位は高く、目指す成果の科学的意義は大きいということです。国際協力に関する期



待が持てる。これは当たり前の話で、主な課題・留意点等がこちらです。これは当然の評価

だと思いますけれども、まだ計画は十分に詰まっておらず、それはそうですね、ＴＤＲとい

う技術設計書まだできていない段階、その２年前の話ですから、まだ詰まっていない。だか

ら、研究者コミュニティーや諸外国の関係者との慎重な議論と協議が必要ですというのは、

これは当然。それに対しては 2012 年度末にこれをつくりますと、これでクリアということ

です。 

次、ＬＨＣというのはヨーロッパの丸い大きな加速器の成果等を踏まえつつ、こちらについ

ては既に初期結果が出てきて、余り言いたくはないのですけれども、神の粒子という、まさ

にリニアコライダーが第一番目に研究したい、これがヨーロッパでまず見つかってくれる

と思っていたわけですけれども、その兆候は見えているのですが、まだ確定はしていません。

これが確定してくれないとリニアコライダーは完全に行けません。それともう一つがＢフ

ァクトリー高度化の終了後の計画、この当時はＢファクトリーの高度化がスタートしてな

かったのですが、これも当然です。Ｂファクトリーの高度化というのは、これが出てすぐに

もう開始されて、2010 年秋、この直後ですね、10 月に開始されて、実はそれで 2013 年度末

ぐらいには完成いたします。当然リニアコライダーはそれより後です。当然そうなります。

ここからが問題ですが、長期に及ぶ高額な計画であり、社会的理解が得られるか不明です。

2010 年の段階で、例えばマスメディアにどれぐらい取り上げられたかというと、実は頻度

は多かったのですが、例えば大阪でリニアコライダー知っていますかと聞いたら、多分１万

人に１人ぐらいしか知らないのではないかと。リニアモーターカーでしょうかと、こういう

世界です。それがようやく今いろいろな御関心をいただいて、マスコミとかメディアでもよ

うやく取り上げられるようになった。それは一つは、我々のほうでもわざと情報を余り出し

過ぎると大変なことになるなということでとめていたところもあります。今マスメディア

の方もいらっしゃると思いますけれども、実は 2010 年の段階では、日本の中での候補地と

いうのが十数カ所ありました。正直を言って、マスメディアに出るときに場所の話が必ず先

行します。どこと、どこと、どこが候補地ですと。実際そういうことありました。2003 年な

んかそうでした。そのときに各県からわっと文部科学省とかいろんなところに電話があっ

て、うちにしてくれ、うちにしてくれと大変なことになりました。それで、我々は絞り込み

ができるまではそっとしておくしかないよということで、あえて外へ向けての発信という

のはとめていたと、そういう事情があります。今はもう２カ所に絞り込まれて、それもちゃ

んと学会でお話しして、ちゃんと公開して、そういうことを踏みましたので、今ではそうい

うことは問題なく、オープンにできるようになったということで、最近は幾らでもマスメデ

ィアの方々に取り上げていただいて、よろしゅうございますというお話しをさせていただ

いているところでございます。 

ただし、いまだに残っていることが、社会的理解が得られるか、これだけ巨額な計画であり

ます。長期なので、年間でやるとそれほど巨額ではないのですけれども、やっぱり一つの塊

としては非常に高額なのです。それから、関連コミュニティー及び社会や国民のさらなる理



解が得られるようになるか、ここがまさに一番の課題だと思います。 

残った時間でもうちょっと御説明させていただきますが、この国際研究所建設推進議員連

盟というのが平成 20 年から立ち上がって、ついこの間、新役員体制になりまして、最高顧

問に与謝野馨代議士、それから会長が鳩山由紀夫代議士、会長代行が河村建夫代議士、幹事

長が川端達夫代議士、幹事長代行が塩谷立代議士、副会長が斉藤鉄夫代議士、こういうよう

な体制で今進んでいるという、超党派です。これは本当の超党派で、吉井代議士とか、共産

党の先生、それからあと公明党もそうですね、それからあと社民党、そういうところから全

部入っていると、これは発起人ですのでちょっと古いのですけれども。 

それともう一つ、こちらが産学連携の先端加速器科学技術推進協議会というものですけれ

ども、これも今や、どんどん会員数が伸びて 85 社、大手の重電メーカーから、センサーと

か情報関係、建設関係、いろんな会社が集まっています。それとあと学会のほうでは 38 機

関、高エネルギー加速器研究機構、東京大学、京都大学などですけれども、こういう団体で

我々もずっと研究しております。2011 年、ついこの間の 12 月のシンポジウムでは、野田総

理も出席しております。 

民主党のインデックスのほうで、これは政策集のほうなのですが、ここでも非常にいいこと

を書いていただいているので、これちょっと御紹介と、あと民主党の先生にはぜひ責任をと

っていただきたいというのと、民主党以外の先生にはこれを絶対やるべしと言っていただ

きたいということでお示ししたものですけれども、これは資料のほうに書いてありますが、

例えば科学技術、それから戦略本部、素粒子物理学や再生医療等の基礎科学分野では世界ト

ップで世界的な研究拠点となることを目指して欧米やアジア諸国との連携強化にすぐれた

外国人研究者が我が国に集まる状況を大学、研究機関と中小企業の共同研究を世界をリー

ドする燃料電池、太陽光、超伝導、環境エネルギー技術、まさに素粒子、加速器、そしてリ

ニアコライダー、本当にそれにあわせたような非常にすばらしいインデックスだと思いま

す。ですので、ぜひこれについては超党派で支えていただきたい。 

これは大分前につくられたものですけれども、これは後でお読みいただいて、これ全部説明

するのは無理ですので、日本の課題とリニアコライダー。これは日本の課題とリニアコライ

ダーを結びつけたという基礎科学の話です。それからリニアコライダーというのは非常に

珍しい分野、例えばイスラエルとパキスタンと中国、インド、日本、アジア、それからアメ

リカ、それが宗教を越えて本当に戦争している国でも一緒になって研究できるという非常

に珍しい分野です。実際にジュネーブではそういうチームでやっております。それから、あ

とそういうものを支えるのは、例えばビザの問題がない、どういう国からでも受け入れる寛

容な国、日本であります。それから生まれる産業波及効果というのは年間でも、加速器の世

界というのは年間の波及効果、潜在力をフルに使うと年間数十兆円規模の雇用が生まれる

というふうに試算をされております。ですので、ＧＤＰを本当に数％どころかもうちょっと

底上げするぐらいの効果が試算されております。あとは頭脳流出から頭脳集積へと、これを

どこが次に担うかというのは非常に大きな問題で、何よりもチャレンジ精神というものを



忘れている日本人にとっては非常にいい起爆剤となると考えます。 

日本発、こっち側が普通の我々の研究の、学問の世界というものでこれに終わらない価値を

という、それがやっぱり一番重要な話で、科学技術というのは常に、普通ここら辺だけで、

こことここだけが話をされるのですけれども、もっと大きなくくりで科学技術の拠点とい

うのは考えていただきたいという切なる願いでございます。例えばアジア外交とか、それか

ら新しい公共工事であるとか、地下利用だとか、防災であるとか、それから最終的には日本

が誇りを持てる、世界から尊敬されるというのが一番大きな価値になると思います。 

これが最大の難しさですが、これは国政にとっての最大の難しさです。他省庁、官民にまた

がる一体化ということですが、これはよく文部科学省と話が出ますけれども、例えば産業集

積とか応用、それから経済的なものを考えるのは経済産業省の仕事で絶対にやらなければ

いけない。ＩＴＥＲでも経済産業省と外務省が、反省ですけれども、これが一番初めから一

緒にやっていればもうちょっと日本はうまくいったのではないかという反省をこの間ＩＴ

ＥＲの方々からお話しをいただきましたけれども、文部科学省、それから内閣府の科学技

術・国家戦略・復興、それから経済産業省、国土交通省、総務省、外務省と、これらがまた

がったプロジェクト、特に国家戦略として、国家プロジェクトとしてできるかというところ

にかかってくる。もう一つが世界の中で国際リーダーシップをとる、これも日本が昔から言

っている省庁横断というのと、もう一つ言われている国際リーダーシップ、まさにこれが世

界とともに計画を実現する。その中でリーダーシップを発揮して、実際に自分たちの誇りと

いう面を主張していくという、そういうことが大変重要になってきています。 

もう一つが、これはプロセスの上では一番重要な、よく研究学園都市構想というのは余りう

まくいっていないのではないかと。私に言わせていただければ、それは当たり前で、先ほど

の国立研究所に外国人を呼ぶというのと同じで、場所だけ提供して、皆さんに来てください

という今までの学園都市構想のやり方というのは、うまくいかないのは初めから当たり前

の話です。企業とか、それからそこに参画する研究者とか、研究所の人間とかと一緒にエリ

ア構想をつくった上でスタートさせる。そうしないと、場所を提供してここは産業拠点です、

ここは何とかですという地図の上での単なる丸書いて造成してという話ではだめになりま

す。参加パートナーの連携。パートナーとは何かというと、候補地周辺の広域エリアの複数

自治体、住民、それからいろんな企業の方とか、それから研究者そういう方と一緒になって

連携して、エリア･グランドデザインというものをつくって進めると、それが先になります。

そうしないと単なる学術研究、例えばぽんと来て、その周辺にちょっと 5,000 人ぐらい研究

者が来て、それだけで終わってしまう。絶対にそれだけでとどめさせないで、もっと大きな

ものに育ててあげたいということです。この三つ、全部日本の大きな課題に結びついている

ので、将来それほどやすやすとはいかない。 

 最終的な課題と役割ですけれども、研究者がやることができることは、これはしっかりと

どんどんやらせていただきますが、我々だけではできないことというのは政、産、官、学、

それから自治体との連携が必要だというのは一緒に理解をいただくということと、それか



ら周到な準備も一緒にしていく。それから、あとは広域のエリア構想、これはＩＬＣの特性

を最大限活用するということです。これは核でやって、それで終わらせない。広域なエリア

構想というのをぜひやりたいということで、地元とどこまで本気で力を合わせて計画をつ

くり上げられるかが最大のかぎというふうに書かせてもらいました。もっと喫緊の課題は、

新しい国際エリア構想の立案プロセスを本格化させようということです。そこでは、まずや

っぱり重要なのは短期、中期、長期で雇用と産業の育成と国際都市、この三つをセットにし

て時間系列でどういうふうに育てていくかという、そういうグランドデザインをまず一緒

につくっていただきたいと。それをもって社会の理解を促進すると、こういう流れをぜひ加

速していただきたいというのが我々の切なる願いであります。あとはバックアップに幾つ

かスライドを持ってきていますが、以上でお話しを終わります。ありがとうございました。 

○郷右近浩委員長 山下先生、大変貴重な話を本当にわかりやすく御説明いただきまして

どうもありがとうございました。 

 それでは、これより質疑、意見交換を行ってまいりたいと思います。ただいまお話しいた

だきましたことに関しまして、宇宙の始まりの前以外でございますが、質疑、御意見等があ

りましたらお願いいたしたいと思います。皆さんいかがでしょうか。 

○飯澤匡委員 どうもありがとうございました。日本サイトにかかる期待というのは大分

皮肉な話ですけれども、気運が高まっていると、研究者の間でもそういうエネルギーが高ま

っているとお聞きしておるところですが、たしか昨年のこの超党派の議員連盟の発足時期

だったかと思いますけれども、小柴先生が中国とインドのことについて、かなり中国のさま

ざまな動向について、やはり日本として牽制をしなければならないのではないかというこ

とが地元紙に載っておりました。先ほど先生もちょっと触れられましたけれども、実際どの

ような中国の巻き返しやら、抵抗があるのかということについてお知らせをいただきたい、

それがまず１点。 

 それから、縦割り行政の弊害、現在の予算獲得についても恐らく文部科学省だけでは難し

いだろうというようなお話も以前にお聞きをしておりましたし、まさに復興庁が一つの窓

口になって、ワンストップと申しますか、リードする立場にあるべきだというような先生か

らのお話しも奥州市でお聞きをしたことがありましたが、縦割り行政を廃止して、目的を達

成するためにはどのような方法がよいのか、先生の御意見で結構ですのでお知らせいただ

きたい。 

それから、最後になりますけれども、住民の運動ですね、その方向性、住民が今の段階では

正しい理解と共通認識を図るということが今は大事だと思うのですが、以前オリンピック

の誘致と似たように住民の意識の高まり、運動というのが必要だということを先生も説か

れておりましたが、それをどこに対して、その方向性をどういう方向に目指してやったらい

いのかということも教えていただければ幸いだと思います。 

○山下了講師 まず、中国の動向ですけれども、中国は確かに今非常にリニアコライダーで、

研究者のほうが若干盛り上がり始めております。しかもああいう国ですので、この分野とい



うのは研究者は結構国の上のほうと直接つながっています。例えば北京市長なんかは、これ

ぐらいのものは北京市だけでもできますよと言っているようなふうにも聞いております。

ただし、お金があっても技術がない。逆に言うとお金で技術を導入しようという考え方は当

然持っています。やっぱりそこら辺は、私なりに小柴先生のお話を解釈すると、仲よくはし

ないといけないのだけれども、そういういろいろなことをやってくる国であって、単に一緒

にやりましょうよというのではなくて、例えばインドと、それからあとインドネシアと、タ

イ、マレーシア、ああいうところにも加速器があるので、ああいう国も交えた多国籍のとこ

ろで、ではどこに位置づけましょうかということになれば、技術が最も重要でしょうと、そ

ういう中国とだけやりますとか、どっちにしますかというお話しをしますとか、韓国とだけ

やりますというのではなくて、もっと広い目でアジアのいろんな国々にサポートを得るよ

うな、そういう活動をどんどん進めていったほうがいいよというのが小柴先生の考えで、ま

さにそのとおりでございますし、我々も加速器のほうでいろいろな産業理論とかも含めて

一つの研究者集団はつくっております。そこに行政をどうはめ込むかというところです。 

それから縦割り行政というお話しですけれども、縦割りがいいか悪いかという話ではなく

て、このリニアコライダーにとってはなかなかそういうことが大事で、結局責任をどこがと

るかというのが明確にならないというのは動かないシステムですので、それがはっきりし

ないと動きにくいと。さらに特に一番問題なのが、科学技術担当というのが文部科学省で、

これが今までの流れでしたが、それに題名からすると国家戦略というものがつきまして、国

家戦略で本来はこういうものは考えるべきだと思うのです。ですけれども、科学技術という

のが別にあるおかげで、逆に言ったら科学技術だから、これは別でこっちなのかなとも思い

ます。科学技術からすると、いやいや、それは国家戦略ではないかな、でも、今だったら復

興ではないかなというように、今この三つぐるぐると回っているわけです。あとは、はっき

り言ったらこういうところでは本当は、えいっと、だれかが決めるというのがやっぱり一番

いいので、それは本来は多分国のトップがということなのだと思っています。僕らは研究者

ですので、余りそういう立ち入ったことはしない立場なのですけれども、議員の方々ではや

はりそういう同じようなことをおっしゃられています。ただ、その中でも国家戦略ではない

かというのと復興ではないかというので、まだどちらかなという、そういうような状況です。 

 それから、最後の御質問は住民です。今まではいろいろほかの場所、候補地がたくさんあ

るとか、いろいろ気を使う世界だったと思います。ですけれども、今はインターネットの世

界ですし、もっとダイレクトに、本当に熱意があるということであれば、それを直接にもう

いろんなところに訴えていただければ本当にそれはまさにフォローしていただくといった

らおかしいですけれども、すぐマスコミなどで、地元誘導のためではないかと書かれること

をおそれる嫌いはあるかもしれませんけれども、マスコミの方々は非常によくこの計画に

関しては、多分相当よく理解していただいていると思います、その意義とかですね。従来の

ただ単に物つくって壊して、またつくって壊してというような、そういうものでは決してな

いというのもよくわかっていただいていると思います。ですので、余りおそれずに、もし本



当に応援していただけるのだったら、ストレートにそれをインターネットでもいいですし、

それから国政の場でもいいですし、こういう場でもいいですし、どんどんと集めて発信して

いただければ。そのときに反対する意見もちゃんと取り入れて、その人たちにはちゃんと説

得して、それでもだめだったらそれはそういうことで、ちゃんとそういうのを殺さないプロ

セスというのも重要だと。こちらもそれを知りたいですし、どんどん私どもにお知らせいた

だいて、それからあと中央にどんどんぶつけていただいて、これちょっと蛇足ですけれども、

やはり今回の東北復旧、復興の話で、関東とか関西の研究者、私も含めて、東北の人たち本

当にすごいと思う。それは何かというと、あれだけのことがあって耐えて、やるべきことを

本当にしゃにむにやって、でも決してこうしてよと言わない。物すごい日本人の美徳で、ま

さにそうだと。ただ、余りそれをやり過ぎると、逆に何を考えているのか、何を欲している

のかなというところがわからなくなってしまうと、逆向きに働きます。ですので、本当にこ

れがいいと思うのだったら、ぜひ一緒に応援してほしいと、それからあとわからないことが

あったら、ここはわからないのだと、ストレートな気持ちをただ単にぶつけていただきたい

というのが正直な話です。あくまでも私の個人的感想ですけれども。 

○飯澤匡委員 もう一点。住民の方々も、日本でもこんな大きなプロジェクトなかったもの

ですから、地下に実験施設を建設して、その後、きょうもお話があって、ＣＥＲＮでも 50

年間再利用していると  仮に今回、直線型のリニアコライダーが付設をされると次のこ

れはちょっとまだ遠い、かなり未来の話ですけれども、そのサイトとしてそこに決まれば、

ＣＥＲＮの例からすると大体 50 年から 100 年ぐらいはなるのではなかろうかなと思うので

すけれども、次のいろんな施設を入れかえしてですね。そのようにお聞きしたのですが、そ

のような認識でよろしいのかと。 

○山下了講師 現実にこの分野の研究所、きょうはスライド持っていませんけれども、つく

ばにありまして、それからあとシカゴにありまして、アメリカのニューヨークの近くにあり

ますスタンフォード、西海岸、それからあとヨーロッパ、ＣＥＲＮに、ジュネーブにあって、

ハンブルクにあって、巨大な研究所というのはこれだけあるのです。どれもつぶれていませ

ん。創設したのが 30 年前あるいは 40 年前、スタンフォードだと 40 年前、ＣＥＲＮが 50 年

前、シカゴのものも数十年前、全部目的をちょっとずつ変えながら、例えば素粒子のほうで

まだ頂点に立っているのは、実は日本とヨーロッパなのです。アメリカはスタンフォードの

ものは、今度は同じ装置を使って、さっき素粒子やって、宇宙つくっていましたけれども、

これを今度は薬剤つくるほうに転用しましょうと、どんどん変えながら、でも同じ施設を使

ってどんどん転用しているわけです。無駄なことやっているかもしれないと言われると、何

で 30 年、40 年、50 年続くのか、確かに不思議なところはありますけれども、一個もつぶれ

ていない。これは事実です。それだけいろんなことができるし、新しい技術が生まれたらそ

れを使ってうまく利用すると、そういうことだと認識していただいて結構です。 

○関根敏伸委員 改めて本当に山下先生には、お忙しいところ、大変ありがとうございまし

た。大きく２点お聞かせいただきます。 



 専門的なことを理解もできないのですけれども、お聞きしたいのですが、お話しの中でヒ

ッグス粒子という言葉が出てまいりまして、最近新聞でもよく目にするようになったので

すが、この存在はほぼ九十数％の確率で、どうこうというふうなことが出ているのですが、

存在の確率が前提として、次の段階としてこのリニアコライダー計画が進められるのかど

うか、決定されるのかどうか、ちょっとわかりづらいですけれども、あるということがわか

った上で進められるのか、それともそれとは別にリニアコライダー計画は別個なものとし

て進められるのか、そこまず前提条件どうなるか聞かせていただきたいと思います。 

 あとは先ほど復興の話も出てまいりましたが、この計画が長年進められる中で、震災前と

震災後、この計画全体に対していろんな意味で私は影響が出ているのではないかというふ

うに思うのですが、この計画そのものに対して震災前と震災後とどういう変化が生じてき

ていると先生はお考えなのか。また、日本に誘致ということを考えたときに、どういう変化

が起きているというふうにお考えなのか、ちょっと整理してお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○山下了講師 １番目のところは、専門のところなので非常に簡単な質問ですが、リニアコ

ライダーというのは研究課題が幾つかあります。物すごくたくさんあるのですが、その中の

柱の一つがヒッグス粒子というものを研究する。当然ないと研究できないわけです。素粒子

というのは電子もそうですし、今ニュートリノも発見から数十年たっていますけれども、今

でも性質がわからないので研究しています。その性質を調べるところに本質がある。まず、

あることがわかってくれないと、どこにあわせて装置つくっていいのかわからない。ずっと

ここにあるはずだというのをもとに設計してきたわけです。それがついにピンポイントで

ここにあるというのがわかれば、それにぴったり合わせてつくれるということで、我々は

2012 年にそれがきっと出てくるだろうということでずっとその計画を立てて、まさに 2012

年、来年には確定するはずなのです。もしかすると消えてなくなってしまうかもしれません。

そうすると困ったことで、ではどこにあるのだろうというふうになってきて、そのときには

実はなかったらなかったで、それはリニアコライダーしかやっぱりないので、あってもリニ

アコライダー、なくてもリニアコライダー、学術的にはそうなのです。ただ、これだけマス

コミで騒がれると、あると思われる、きっとあるだろうと。消えるとどうなるか。素粒子の

人たちというのはうそつきなのかと、何か怪しいではないかと、そういうところに巨額のお

金を出していいのだろうかと、そういう話は必ず出ると思います。そういうエフェクトはあ

ると思います。ただ、学術的には、あればそこにピンポイントでやれる、もうちょっと安く

スタートできます。しかも早期でできます。それが一つ。なかったら、なかったで皆さんに

御理解いただいて、学術的にはないときにはやっぱりリニアコライダーで、だからやらない

といけないというところにきっちり進んでいくということです。 

 もう一つの御質問ですが、震災前と後で、技術的な観点から言うと何も変化はございませ

ん、それは。それは何かというと、一つはこういう加速器の装置というのは地震があっても

いいのです、地震があったらとめればいいのです、電気とめるとすぐとまってしまうもので



す。原発とかそういうのとはちょっと違うので、多少ゆがんだら直せばいいので、実際に東

海村も地表であっても大丈夫でした。 

もう一つ言うと、地下というのは、専門的に言うと最大加速度が４分の１ぐらいに急激に落

ちるのですが、仙台でも地下鉄がその日のうちに走り出しましたよね。地下というのは物す

ごく強いのです、地震に。リニアコライダーというのはまさに地下施設がほとんどですので、

そういう意味では技術的にどうこうという話はないのです。ただ、活断層が例えば活発化し

たのではないかとか、今まで普通の断層が実は活動が活発化したのではないかとか、震災に

よってとか、今回の地震によってどれぐらい新しい懸念が生まれているかというところは、

今まさに第３次補正とかでいただいた予算できっちり調べないと、それはみんなが納得し

ない。 

もう一つが、これは急がないと、ことしの夏ぐらいには。精神的な影響、外国人にとっての

精神的な影響というのがもう一つあります。それは今非常に大きな誤解が、ＣＮＮとかでい

ろいろな報道がされたおかげで東北全域が津波と地震と放射線というようなイメージを持

たれている人が世界で結構まだいます。研究者は大体距離とかああいうのでそんなはずは

ないだろうとすぐわかるのですが、家族ですね。家族はやっぱりその誤解を解かないと来た

がらないです。そのときに何が起こるかというと、欧米の場合は一緒に来ないと即離婚とい

う、それでもいいというのもあるのですが、そういう世界ですので、その場合には国際的な

拠点として行きにくい場所という変なレッテルが張られる可能性があります。だから、そこ

の誤解をちゃんと解くというのも、これは別にリニアコライダーに限った話でも何でもな

くて、東北全域のイメージアップというか、今、東北というのは本当はこういうところです

よというのをもっと大きく世界に発信していただきたいというのが本当に強い希望です、

日本人としても強い希望です。 

 もう一つだけ、国内でどういう影響が出たかと。国内でのお話では、リニアコライダーに

関していえば、本当に復興につながるのだったらということで物すごい応援団ができまし

た。それは本当です。それは本当に一瞬で、皆さんの集中力で関東にわっと集まって、すご

い勢いでやっています。ただ、今それが本当かというところが問われております。本当にリ

ニア構想につながるのか、本当に雇用につながるか、これを核にして、ただ持ってきたら単

なる学園都市ができて終わりで、それが 20 年、30 年、40 年、50 年先までちゃんと続く産

業拠点にちゃんと企業が立地されて、新しい都市が本当に学園都市だけではない、学者だけ

ではない都市が生まれるかというところにみんなの関心が集まっていって、それは地元の

皆さんと一緒につくらないといけないところまで来ている。だから、その結果を、先ほどか

らグランドデザインとか、結局はそこのところをちゃんとつくってみんなにお示ししない

と、しかもあとは熱意を示す。この二つがポイント、そこが今復興になると言うからみんな

で集まった。よし、本当に熱意があるのか、それが本当につながるのかと、そこのところが

今問われています。 

○久保孝喜委員 山下先生、ありがとうございました。今までもなかなかこの問題を一般の



有権者の皆さんに説明するのになかなか難儀をしておりましたが、きょうの話で幾らか理

解が深まったかなというふうに感謝いたしております。 

 質問は、どちらかというと大平政策監のほうになるかもしれませんけれども、まず一つは、

大平政策監の説明資料の中に復興に向けた中に加速器関連産業を中心にした産業集積をと

いう文言がありますが、このＩＬＣがまだ確定をしていない段階、準備段階、しかも復興の

このスキームの中で関連産業と言って集積を図るということとのＩＬＣ本体との関係性み

たいなのがいまひとつ理解が及ばないものですから、そこのところをちょっと補充的に説

明をしていただきたいなというように思いますし、それから先生の最後のお話、まさにこの

画面なのですが、国際エリア構想だとかグランドデザインにかかわって、今の東北の研究会

の中での議論の進捗ぐあいといいますか、そういうところ、これからも考え方含めて御説明

をいただいて、もし先生から補充があればお願いしたいというふうに思います。 

○大平政策監 ＩＬＣと産業集積の関係でありますが、山下先生もおっしゃるように、ＩＬ

Ｃが来るだけでは産業集積図れない。ですから、我々とすればＩＬＣが来た暁にはこういう

ことをやりたいのだということの絵をまずかく。それから、産業集積をやっていく過程でＩ

ＬＣを誘致するということではなくて、ＩＬＣが来た暁にはこういうことをやりたい、こう

いう産業を集めたい、最初はかなり近い直接的な産業が来ると思いますけれども、波及する

さまざまな分野ありますので、そちらも含めて、ぜひ東北をＩＬＣを核として、新しい産業

の集まるところにしたいというような絵を時系列的にＩＬＣが来るだろう、あるいは稼働

する段階、あるいはさらにその住民も導いていくという、そのような絵というものをグラン

ドデザインのイメージとしております。したがいまして、ＩＬＣが来ると決まってからでも、

グランドデザインは可能だと思っています。ただ、今復興として引っ張ってくる、国に意思

表示させるためにはグランドデザインが先にあったほうがいいだろうということです。今

先にやって、グランドデザイン、ＩＬＣが例えばヨーロッパに行くとか、あるいは計画がな

くなると無駄になるかもしれないというのがあるのです。けれども国を動かすためには産

業集積ということ、あるいは関連の民間企業、国民の方を動かすためにはグランドデザイン

が必要ではないかということでこのようなポイントを考えたものです。それにあわせて東

北の研究会の中では、来年度の事業でグランドデザインのイメージというもの、本来は国が

つくるものだと思うのですけれども、やっぱり御理解いただけないと、どういうものを目指

しているのかということでアウトライン的なものをまず東北の研究会の中でつくるという

ことで、仙台市、東北大学を含めて、東北経済連合会を含めてちょっと話し合いを始めたと

いうところであります。それに大まかな部分というか、岩手県の部分についても来年度の予

算で県としても若干ではありますけれども、始めたいというものでございます。それらのア

ウトライン的なものをもとに復興庁なり、内閣府なり、文部科学省なり、そういうところに

本来つくりたいもの、アウトラインイメージではこんなものですので、ぜひ国でやってくだ

さい、あるいは国家プロジェクトに取り上げてくださいというようなことで、概算要求に臨

みたいというふうに考えております。 



○山下了講師 幾つかの観点がありますけれども、産業集積ということで、一番初めに部品

工場とか、そういうリニアコライダーに直接関係するというところというのは当然集積し

ます。それ以外のところというのをどんどん伸ばしていくという意味では、多分ここでまず

部品があって、それを標準化して、今度それを外に売るとか、輸出するとか、そういう話と

つなげていかなければいけないですね。 

それともう一つ、今既にいろんな形で、たとえば半導体であったり、部品工場とかたくさん

ありますね、県内にもありますし、東北全域にもありますね。むしろそういうところをセッ

トにして連携して、いかにこのプロジェクトを一緒につくっていけるかと、それが自分たち

の技術にどれぐらい効くのかということと一緒に検討していただくのが多分一番いいのだ

と思います。そうでないと、先ほど大平政策監が言ったように何が起こるかというと、地元

ではなくていろんなところから部品つくったやつをぽんと持ってきて輸送して、それをつ

なげました。ただつなげるところがここですと、研究者はたくさん来ます。だけれども、メ

ーカーが来ないという状態になってしまいますので、ちょっとだけこのスライドの、これ日

本とアメリカ、欧米の違いなのですけれども、こちらの研究所に人を全部雇ってしまうので

す。例えば開発部隊、それからつくるところ、一部の工場を、研究所つくってしまう。これ

欧米型なのです。日本というのは、これちょっと変わったやり方でして、欧米に比べると非

常に変わっているのですけれども、研究所にはいわゆる研究者しかいない。頭でっかちなや

り方です。ものづくりできる人はみんなこちら側の企業なのです。ここの間を結んで、一緒

に開発するというのが日本のスタイル。開発から技術移転、一番初めのサイクルで試行錯誤

がたくさんできる、こっちのほうが得なのです。いろんなベンチャー育ちやすいのです。実

際ベンチャー育っています。日本型というのは、ベンチャー育ちにくいですけれども、大き

な会社がやるので、それをどんと広げるのは得意なのです。これの間が多分一番いいのです。

かなりの部分を研究所の中に、ベンチャーを育てるようなシステムまで含めて、だけれども

その周りには大きな企業の組み立て工場とかいろいろなものを配置するということで、た

ぶん、こっちの研究所のほうには地域の、今既にいらっしゃる企業の方々に、中に出張所つ

くって、一緒に研究開発をしていただいて、技術移転がすぐできるような、そういうシステ

ムというものをつくっていけば、欧米型と日本型のちょうど間ぐらいの感じを生み出すこ

とがたぶん一つのバランスのとり方、そういうのもあるのではないかなと思います。 

○郷右近浩委員長 ほかにございませんでしょうか。今、久保孝喜委員のほうから質問があ

ったように、きょうは大平政策監にも出席していただき、県の取り組みであったり、またそ

のことについての先生の御意見等も踏まえたような質問ということも、この機会でござい

ますので、皆様のほうでおありでしたら質問いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○工藤勝子委員 山下先生、大変どうもありがとうございました。なかなか難しくて理解が

できない部分も多くあるわけですけれども、例えば県の政策推進室のほうで担当してやっ

ているわけですけれども、新たに例えば今後これを復興とあわせて推進していくために特

別推進室をリニアコライダーに向けた課というのでしょうか、部というのでしょうか、部局



というのでしょうか、そういうものを設置して推進する方向に考えていらっしゃるのか、今

のままの体制で何とかやっていこうとしているのか、その辺のところお聞きしたいと思い

ます。 

 それから、山下先生にはですね、大変ぶしつけな質問になるかもしれませんが、例えば日

本でも九州とのあれは競争というのですか、例えば北上山地にするか、九州とするのかを選

ぶ、これを決めるのが国の政府になるのでしょうか。例えば国際的に名乗りを挙げていると

ころがあるわけですけれども、その中で決められるのか、まず日本としてどっちにしようと

するのを決められるのか、そしてまた先生たちから見たら九州の環境と申したらいいので

しょうか、そういうものと北上山系と都市的なもの、科学者の部分、いろんなものを比べて

みたときにどちらが有利と言わなくても結構ですけれども、いいところ、またこういう改善

点があるとすればその辺のところをお聞きしたいと思います。 

○大平政策監 県の推進組織でありますけれども、マンパワー的にはもう少し必要だと考

えておりまして、組織定数要求はしてございますが、まだ正式な内示というか、ございませ

ん。それがきちんとした課とかになるということではないと思っております。ただ、去年の

11 月からやっておりますけれども、特命課長を配置されておりますので、現在３人体制で

やっておりまして、非常に私のほうもいろいろ別な業務もあるものですから、ちょっと足り

ないなということで総務部のほうにはお願いいたしております。 

○山下了講師 一番難しい御質問をいただいたと思っております。まず、場所をどうやって

決めるのかということです。これは研究者には、最終的には権利はないのですが、国で選ぶ

のですが、二つの考え方が今まだ並行しています。一つはオリンピック方式なのですが、そ

のときに二つとも日本の候補地として挙げて国際的評価を受けて決めるというのが一つの

やり方。もう一つが日本の国内でとにかく１年後ないしは２年後に決めてしまおうと。それ

は何で決めるかというと、例えば住民の熱意であるとか、準備状況だとか、言ってみたらや

る気ですね。結局は一緒になって計画をつくっていただいて、汗をかいていただくと、そう

いうものですから、最終的にそれがないと 30 年後、40 年後に続く計画にはならない。それ

ぐらい本気になるかというところです。もちろん技術で足切りはしますけれども、それ以外

のところはそれで順位を決めてしまうと、これがもう一つのやり方です。非常に悩ましいと

ころです。 

ただ、一つは当然、観点からいうと、例えばこれは非常に言いたくないですけれども、例え

ば復興庁が担当するといったら一本化してしまいます。自動的に復興担当が所管すれば、そ

れは当然決まります。そんなことを書かれると、何を言っているのだ、こいつはと。そんな

ことは、自動的にそうなるというだけの話でありますので。 

 ただし、文部科学省が所管しているうちはバランスは当然とります。国家戦略のところの

観点ですぱっと決めるというのも一つのやり方、外務省的にやるのだったら二つとも出し

て国際評価を受けると。結局は国のどこがリーダーシップとっていくかで決まるのではな

いかと思います。我々としては地域のどこというのは言ってはいけないし、やってはいけな



い。それをやると必ず逆に僕らの発言力というのがなくなってしまいます。 

地域にはそれぞれ特徴があります。もちろん、簡単に言えば非常に長い距離をとれる東北、

そういう地盤的なものがある。もう一つ、アジアとの物すごく近い距離にある九州という、

一つの特徴は当然あります。それは当然そういう地域性を使っていい計画を一緒につくっ

ていただくというのが、これは結局国民の税金ですので、日本の国にとってそれが一番、ど

ういう形で、復興でいいのか、それともこういうやり方がいいのか、アジアに近いほうがい

いのかというのは日本全体の利益を考えて決めていただくというのが本来のあり方だと思

います。 

これぐらいでよろしいでしょうか。余りこれ以上どうですかというと、ちょっと非常につら

い立場にありまして、済みませんが、これぐらいで。 

○工藤勝子委員 ありがとうございました。 

それでは、県のほうにでですけれども、今の先生のお話を聞いても、結局地元自治体が、グ

ランドデザインをつくって汗をかいていかなければ、やっぱりこちらのほうに向かないと

いうこともございますので、県として力の入れ方を示していかなければいけないのではな

いかと、地元も含めて。そういう形の中で、ぜひ御検討いただければと思います。 

○郷右近浩委員長 要望ということで。 

○工藤勝子委員 はい。 

○岩渕誠委員 山下先生、いろいろときょうはありがとうございました。いろいろ立地の中

で、地元の熱意というのが一つのキーワードであるというふうに感じたわけでありますが、

このＩＬＣに関しましては問題は地元が何に立脚した熱意なのかということが問われるの

ではないかなというふうに思うのです。けれども、このＩＬＣ構想が表に出るまでには十数

年かかったわけですが、そのあたりは知る人ぞ知るで、哲学的論争みたいな感じですが、そ

のあたりはよかったのですが、一たん表に出てくるとどうしても経済的ベネフィットの話

がかなり色濃く出てくる。ただし、それがないと住民の理解が進まない。ところが、それが

バランスとって、そっちにいくと、何に立脚しているのだという話になって、これは国際的

にもマイナスになるという、非常にバランスが難しいと思います。マスコミからいっても恐

らく建設需要の話とか、そういう動きが出てくると、この話というのは余り好感を持ってと

らえられないというのが現実でありまして、このあたりのバランスを実際にはこれから実

は生々しい話、経済的ベネフィットの話もいっぱい出てくると思いますから、その中で何に

立脚した熱意にしても施策ですね、あくまでこれは私の考えとしては科学的なメリットが

建前といいますか、本来の本質だと思うのですが、そういう雰囲気づくりというのがこれか

ら最も大切ではないかなと思っているのですが、実はその部分が、目先の話が出てきますと

後に隠れてしまうというのも今までのケースでございまして、これをどうしたたかに伝え、

戦略的にやっていくかという、ここはやっぱり国内競争の部分からいっても大きなポイン

トになるかと思うのですが、そのあたり先生はどのようにお考えでしょうか。 

○山下了講師 非常にいい質問をいただいたと思っております。正直なことを言えばとい



うか、おそれずに経済的ベネフィットを語っていただければいいのだと思います。ただ、そ

れが先ほどの短期、中期、長期のところの建設というのは短期ないしは中期のところで初め

の段階ですね。短期のところだけに集中するとつくって終わってしまう計画なのだろうと

いう話になります。それでグランドデザインというのは、結局このエリアはこれでどう育て

るつもりなのか、そこのところがやっぱり問われるだろうと。だから、その計画をいかに住

民を交えた、いろんな企業の方も交えた形でつくり上げられるまで多分皆さんの意識もこ

ちらのほうに行かれると思いますが、それでも科学的なとか、宇宙の話に興味持っていただ

いて、みんながそれを語っていただく必要は全くございません。それをみんなやってしまう

と僕らが飯の食い上げになってしまいます。だから、そういうのは、それはむしろ中高生と

か、そういう次世代を担う子供たちに夢を持っていただいて、彼らが語っていただける、大

人になったら、これだけで語っていたらおかしいですよね。それは経済的な効果をちゃんと

どんどん応援していただければいいと思います。それは公共投資と割り切っていいのだと

思います。ただし、普通言われる公共投資というのは、初期の建設のところだけに目がいく

ので、それはいわゆる箱物の話になってしまうので、そうではなくて、これで本当に国際都

市をつくって、この地域から日本を変えるのですと、日本のここの地域というのをこういう

地域にするというまさにグランドデザインというのをつくって、皆さんで推していただき

たい。非常に難しい話で、日本でまだいまだかつて学園都市構想のときにはそんなうまくい

ったためしないですから、でもそれは参加しないでつくってしまったから、うまくいかなか

ったと思うので、ぜひ参加して一緒につくっていただきたいなと。どれぐらいうまくいくか

わからないけれども、少なくとも都市構想については東北大学とか千葉大学とかいろんな

ところにすばらしい知見を持った先生がいらっしゃいますし、そういう人たちの御意見も

伺いながらお願いしたいと思います。 

○郷右近浩委員長 よろしいでしょうか。時間もそろそろ長時間に及んでまいりましたの

で、ほかにないようでしたら、本日の調査はこれをもって終了いたしたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○郷右近浩委員長 今回は岩手県の現在の取り組み等もぜひとも先生に知っていただきた

く大平政策監と山下先生ということで、このような形での調査ということになりました。今

後とも先生にはこの岩手として、リニアコライダーの計画推進についてまた御指導いただ

ければというふうに思います。 

 山下先生、本日はお忙しいところを誠にありがとうございました。 

 では、委員の皆様には次回の委員会運営等について御相談がありますので、しばしお残り

いただきたいと思います。 

○山下了講師 失礼いたします。 

○郷右近浩委員長 ありがとうございました。 

   〔山下了講師、大平尚政策監退室〕 



○郷右近浩委員長 次に４月に予定されております次回の当委員会の調査事項についてで

ありますが、何か御意見等はございますでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○郷右近浩委員長 特に御意見等がなければ、今後新たな雇用確保につながる分野として

期待されます国際海洋研究や、また先端技術産業集積、そして地域産業の新規展開等に関し

て調査を行ってまいりたいと考えておりますが、当職に御一任願いたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○郷右近浩委員長 では、異議なしと認めまして、さよう決定いたしました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれをもって散会いたします。

どうも御苦労さまでございました。 


